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戦略的アライアンスについて
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戦略的アライアンスについて： 概要①
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提携主旨
カーナビゲーション・プラット
フォームの開発を中心とした
協業のさらなる強化

車利用者向けクラウド情報
サービス関連事業を中心と
した協業

第三者割当増資

による引受株数
2,036万株 2,577万株

第三者割当増資

による引受総額
39億円 50億円

割当後

持ち株比率

7.5％

（既存保有株式含む）
6.9％
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戦略的アライアンスについて： 概要②

提携

目的

■ 競争力強化により、当該事業における
トップレベルのポジションをグローバルに
確立する

■ カーエレクトロニクス業界の変化を踏ま
え、市場競争の更なる激化に対応する
商品付加価値の向上、次世代車載機
器の開発力強化を図る

■ クラウドサービスとの融合、大容量データ
を活用したサービスの多様化をはじめとす
るカーエレクトロニクス業界の変革期を事
業機会と捉え、車利用者向けクラウドサー
ビス事業基盤を早期に構築する

提携

内容

■ 2009年より両社の業務提携により築
き上げてきたカーナビゲーション・プラッ
トフォーム開発力のさらなる強化・充実

■ 将来の車載マルチメディア技術基盤の
確立と技術革新への対応

■ 2010年より“ドコモドライブネット”等によ
り築き上げてきた業務提携をさらに強化・
充実

■ 車利用者向けクラウドサービス事業基盤
を共同で構築し、スマートフォン、車載機
器、タブレットＰＣなど様々なデバイスをシ
ームレスにつなぐ世界をいち早く実現する
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商品付加価値の向上
次世代車載マルチメディア技術基盤
の確立

車利用者向けクラウドサービス事業
基盤の構築

魅力あるハード・ソフト、情報サービスをトータルで提供
圧倒的な競争力を確立

車両連携技術
車両デバイス・センサー技術

総合電機ﾒｰｶｰとしての幅広い技術・開発力

通信インフラ
スマートホン向けコンテンツ・サービス

商品開発力、ユーザーインターフェース、車メーカーとの良好な関係、
グローバルな事業展開

ハード・ソフト × 情報サービス

戦略的アライアンスの狙い

＋ ＋


